
杵築市山香・大田地域光ファイバ整備事業仕様書 

 

１ 事業内容 

 （１） 整備方式：民間連携一部負担方式 

    電気通信事業者と連携して光ブロードバンド（FTTH方式）を整備し、本市が初期整

備費及び維持管理費の一部を負担する。 

 （２） 整備後の運用方針 

    整備された施設は事業実施者の資産とし、災害対策、復旧費を含む維持管理費並びに

機器更新など、整備後に発生する経費は事業実施者の負担とする。維持管理費について

は両者協議の上、その一部を市が負担する。また、インターネット等サービス提供にか

かる加入促進については、事業実施者によって行われるものとする。なお、現在公設で

運用中の杵築市ケーブルテレビネットワークサービスは、本事業の光ブロードバンドサ

ービスが開始された後に廃止し、整備対象地域に公設で敷設しているHFCも各種サービ

スの提供開始に伴い撤去する。 

 

２ 事業の期間 

令和8年度に着工し、令和9年3月31日までに対象地域の整備事業を完了し、令和10年

3月31日までに希望する加入者の全ての移行を完了するとともに、対象地域全域でサービス

を提供すること。 

 

３ 整備対象地域 

整備対象地域は下記のとおりとする。 

整備対象地域 地区名 世帯数 現在通信環境 

杵築市 

 山香地域 

 大田地域 

山香地域 

 東山香地区 

 中山香地区 

 上  地区 

 立石 地区 

 向野 地区 

 山浦 地区 

大田地域 

 田原 地区 

 朝田 地区 

CATV加入世帯 

 山香地域 2,233世帯 

 大田地域   483世帯 

     計     2,716世帯 

  (R7.9月末現在) 

住民基本台帳上世帯 

 山香地域 2,779世帯 

 大田地域   557世帯 

  計   3,336世帯 

(R7.9月末現在) 

公設 

HFC 

 



４ 光ブロードバンドサービス提供条件 

 （１） インターネットサービス（基本） 

① 整備対象地域の加入を希望する全世帯にサービスを提供可能とすること。 

② 通信速度は、ベストエフォート型で最大通信速度1Gbps以上のサービスを提供でき

ること。 

③ 企業誘致を考慮し、VPN（Virtual Private Network）サービスが提供できること。 

④ 将来的な拡張及び IPアドレスの枯渇問題を考慮し、IPv6に対応できることが望まし

い。 

⑤ インターネット利用者については、現在のプロバイダを引き続き利用できることが望

ましい。 

⑥ 宅内工事時のパソコン等の設定について、可能な限り協力することが望ましい。 

⑦ 宅内の接続機器（ルーター等）やタブレット等のオプションサービスを併せて提案す

ることが望ましい。 

 （２） 市のケーブルテレビ事業の継続への環境整備 

① テレビ再放送サービス（NHK総合、NHK Eテレ、OBS大分放送、TOSテレビ大

分、OAB大分朝日放送、FBS福岡放送、TVQ九州放送、TNCテレビ西日本）継続

のための環境整備を行うこと。 

② 市の自主制作番組等（杵築市民チャンネル1、1-2、2、2-1）の放送継続のための環

境整備を行うこと。 

③ BS放送、CS放送等の有料番組（多チャンネル）サービスの継続のための環境整備

を行うこと。 

④ 音声告知放送（行政放送、防災放送、地区内放送）を継続するための環境整備を行う

こと。 

 （３） ネットワークの信頼性及び安全性 

① 外部からのコンピューターウィルスの侵入防止と感染時の駆除、スパイウェアやフィ

ッシング詐欺対策に対応したセキュリティ機能を提供できること。 

② 災害発生時やトラフィックの集中によるサービスの中断が、極力発生しないような通

信回路や通信装置の耐久性・冗長性を考慮した設計がなされていること。また、オン

ラインによる学習機会の増加等によるネットワークの混雑時においてもトラフィック

を通過できるような設計とし一定以上の速度を確保すること。 

 （４） 宅内引込工事 

幹線から宅内への引き込み工事は本業務内で行う。 



 （５） その他 

① 今後の技術革新に伴う新サービスについては、事業実施者負担で対応すること。 

② 事業実施者は、本市の求めに応じて住民の加入状況、進捗状況等必要な情報を提供す

ること。 

③ 本仕様書は、主要項目のみ示しており、明示していない事項で疑義が生じた場合は、

両者協議の上で決定する。また、伝送路などの既設設備に関すること及び加入者情報

の管理については、指定管理者と協議のうえ実施すること。 

 

５ 見積に関する事項 

 （１） 見積書に記載すべき事項は次のとおりとする。 

① 高速ブロードバンド網構築経費（局舎、伝送路、諸経費等） 

② 杵築市ケーブルテレビ事業（地デジ・BSデジタルの再送信、多チャンネルサービ

ス、音声告知）を継続するための整備経費 

③ 初期工事費（初期費用相当分） 

④ テレビ再送信のみ利用するユーザーは現行の基本料1,320円（税込）と、事業実施者

の提案するプラン料金とに異同がある場合は、整備エリア全体の差額に相当する経費

（単年額計算のうえ3年分） 

⑤ 本市が映像配信のため借り受ける回線の使用料（単年額計算のうえ10年分） 

⑥ 個別の宅内工事に要する経費 

   ※③④⑤⑥の経費については契約締結にあたり、対象範囲や年数等について再度協議の

うえ提案内容を変更・修正するものとする。 

 

６ 移行時の初期費用等に関する事項 

（１） 杵築市ケーブルテレビ加入金の継承 

① 杵築市ケーブルテレビ加入金は、継承されるものとして扱い、事業実施者としての加

入金は免除とすること。 

② 切替申込時の契約事務手数料等は徴収しないこと。 

 

７ 宅内工事等に関する事項 

 （１） 個別（一般・事業所）の場合 



① 工事前に工事内容が分かる書類を提示するなど、トラブルの軽減に努めること。 

② 借家の場合は、入居者へ説明を行い、建物所有者にも承諾を得た上で施工すること。 

③ 空き家、サービス利用休止中の家屋に対する工事案内も丁寧に行い、対応期限につい

ても市と協議の上可能な限り配慮すること。 

 （２） 集合住宅（マンション・アパート・公営住宅）の場合 

現状の引き込み方法に関わらずオーナー又は公営住宅管理者にとって、費用面等を

含め、総合的に最も合理的な宅内工事方法を提案すること。 

 

８ 利用者への説明 

 （１） 民間連携については、本市が利用者への説明責任を負うが、移行後のサービス内容

の説明や申し込み手続き等については事業実施者が責任を持って行うこと。 

（２） 本市が開催するサービス移行についての利用者説明会に参画し、（１）の事項等につ

いて説明を行うこと。 

（３） 移行期間や移行後において、利用者からの問い合わせや故障などに対応できるサポ

ート窓口を設けて、利用者の利便性向上に視点をおいた体制を構築すること。 

 

９ 運用保守 

 （１） 設備の日常的なメンテナンスについては事業実施者が行うこととし、利用者や地域

の負担がないこと。 

 （２） 事業実施者が整備する施設について、事業実施者が保有するノウハウを活かした保

守管理体制について提案を行うこと。 

 （３） 災害時の復旧について、速やかな対応が可能であること。また、大規模災害にも対

応できる体制が整っていること。 

 （４） 近隣に保守拠点があり、利用者宅へ迅速に駆け付けられる体制が整っていること。 

 

１０ サービスの継続 

本サービスは将来にわたり継続して提供することとし、利用者が事業実施者の需要予定

数を満たさない場合でも、事業実施者判断により本サービスを停止することは認めないこ

ととする。不測の事態により、万が一撤退する場合には、整備した設備の無償譲渡を求

め、また、本事業に係る市負担金の返還を命ずる場合がある。ただし、新サービス移行、

技術向上等に伴う設備維持作業等による一時的なサービス停止は除く。 



１１ その他 

 （１） 本仕様書の事項が実施困難な場合は、提案書にその旨を明記するとともに代替案が

あれば提案すること。 

 （２） 現場説明会は予定していないが、要望に応じて対応する。 

 

１２ 杵築市ケーブルテレビジョン事業の概要 

 （１） 伝送路及び端子数（事業実施エリア） 

① 設備の範囲 

杵築市山香地域・大田地域（189.78㎢） 

② 伝送路設備及び規模 

・伝送路方式：HFC方式 

・ノード数 ：山香地域159ノード 大田地域48ノード 

・伝送路延長：光ケーブル約217,000ｍ、同軸ケーブル約230,000ｍ 

・引込端子数：約3,410端子 

（２） 加入者数（事業実施エリア） 

① ケーブルテレビ 

・加入者数：2,716世帯（令和7年9月末現在） 

② インターネットサービス 

・加入者数：1,525世帯（令和7年9月末現在） 

 （３） 提供している主なサービス 

サービス内容 備考 

テレビ放送再送信サービス 

NHK総合、NHK Eテレ、OBS大分放送、

TOSテレビ大分、OAB大分朝日放送、FBS

福岡放送、TVQ九州放送、TNCテレビ西日

本 

コミュニティチャンネル 2波 5ch 

多チャンネルサービス JDSによるA-CASサービス 

BS放送 

インターネット接続サービス 
現在インターネットサービスの管理運営は大分

ケーブルテレコム㈱に委託 

防災ラジオ（告知放送） 市内のお知らせ、非常時緊急放送、集落放送等 



  

（４） 施設（現行 令和7年10月現在） 

   ① 放送施設 

施設名 所在地 

局舎（杵築市ケーブルネットワークセン

ター） 

杵築市大字杵築386番地1 

中継局（山香庁舎） 杵築市山香町大字野原1010番地2 

中継局（大田庁舎） 杵築市大田石丸445番地 

   ② 受信点設備 

施設名 所在地 

メイン受信点 杵築市大字杵築377番地１ 

バックアップ受信点 杵築市大字狩宿2113番地１ 

   ③ 電柱利用本数 

所有者 設置本数 

九州電力設置柱 4,872本 

ＮＴＴ設置柱 2,143本 

自営柱 1,608本 

 

 （５） 各種料金 

   ① ケーブルテレビ使用料 

項目 金額 適用 

利用料 月額 1,320円（税込） 各種減免制度あり 

加入金 40,000円（税込） 引込工事費を含む 

 

   ② 多チャンネルサービス 

項目 月額料金 備考 

デジタル＋（1チューナー） 2,200円（税込） 2台目以降1,045円 

デジタル＋3T(3チューナー)  2,750円（税込） 2台目以降1,760円 

デジタル＋DVR(3チューナー) 4,345円（税込） 2台目以降3,190円 

プレミアムパック 935円（税込） CS13番組セット 

 

 

 



   ③ インターネット接続サービス 

項目 金額（定額） 適用 

通信速度2Mbps（下り） 

ベストエフォート 
月額2,200円（税込） 

使用料には、プロバイダ

料金、通信料金（常時接

続）が含まれる。 通信速度10Mbps（下り）

ベストエフォート 
月額3,300円（税込） 

通信速度30Mbps（下り）

ベストエフォート 
月額4,400円（税込） 

通信速度160Mbps（下り）

ベストエフォート 
月額5,500円（税込） 

 

 （６） コミュニティチャンネルの概要 

一般財団法人杵築市総合振興センターケーブルテレビ事業部（指定管理者）スタッ

フが制作した番組を放送します。市内の話題や行政情報などをわかりやすくお伝えして

います。 

 

１３ 本件に関する担当課 

  杵築市 総務課 ケーブルネットワーク係（担当：渡邉、佐々木） 

   住所：大分県杵築市大字杵築377-1 

   電話：0978-62-3131（代表） 

      0978-62-1800（直通） 

   E-mail：soumu@city.kitsuki.lg.jp 

 


